




膠原病・リウマチ
先端治療センター

針谷正祥センター長

●対象となる難病
・ 関節リウマチ・全身性エリテ
マトーデス・多発性筋炎、皮膚
筋炎・血管炎症候群・全身性強
皮症・混合性結合組織病・シェー
グレン症候群・抗リン脂質抗体
症候群・成人発症スチル病・ベー
チェット病・リウマチ性多発筋
痛症・強直性脊椎炎・その他の
脊椎関節症・反応性関節炎・原
因不明の関節炎・発症早期の関
節炎・再発性多発軟骨炎
●連携する診療科
膠原病・リウマチ内科、整形外
科、リハビリテーション部、運
動器外科学

潰瘍性大腸炎・クローン病
先端治療センター

渡辺守センター長

●対象となる難病
・  潰瘍性大腸炎
・  クローン病
・  腸管の炎症を原因とする以下
の疾患
  腸管ベーチェット病、単純性
潰瘍、非特異性小腸潰瘍症、
腸結核
そのほか原因不明の小腸・大腸
炎、潰瘍がある患者さん
●連携する診療科
消化器内科、大腸・肛門外科、
放射線科、光学医療診療部、病
理部

腎・膀胱・前立腺がん
先端治療センター

木原和徳センター長

●対象となる難病
・  腎がん（腎臓がん）
・  膀胱がん
・  前立腺がん
●連携する診療科
泌尿器科、低侵襲医学研究セン
ター、放射線科、病理部

神経難病
先端治療センター

水澤英洋センター長

●対象となる難病
・  多発性硬化症（MS）、視神経
脊髄炎（NMO）、重症筋無力
症（MG）、慢性炎症性脱髄性
多発神経炎 (CIDP)、多巣性運
動ニューロパチー（MMN）、
クロウ・フカセ症候群(POEMS 
症候群）、表層ジデローシス、
多系統萎縮症（MSA）
・  もやもや病、神経線維腫症、
間脳下垂体腫瘍、難治性てん
かん
・  頚椎後縦靱帯骨化症 、頚椎症
性脊髄症・平山病（頚椎症性
筋萎縮症）、成人脊柱変形、脊
髄腫瘍
●連携する診療科
神経内科、脳神経外科、整形外
科、リハビリテーション部

頭頸部・頭蓋底腫瘍
先端治療センター

岸本誠司センター長

●対象となる難病
・  以下の頭頸部腫瘍全般
  鼻副鼻腔腫瘍、舌およびその
他の口腔腫瘍、上・中・下咽
頭腫瘍、喉頭腫瘍、耳下腺腫
瘍、顎下腺腫瘍、甲状腺腫瘍、
頸部腫瘍など
・  以下の頭蓋底腫瘍
  嗅神経芽細胞腫、眼窩腫瘍、
若年性鼻咽腔血管線維腫、頭
蓋底・頭頸部肉腫、脊索腫、
髄膜腫、三叉神経鞘腫、頸静
脈孔神経鞘腫、頸静脈孔グロ
ムス腫瘍、聴神経腫瘍
●連携する診療部
頭頸部外科、耳鼻咽喉科、脳神
経外科、形成外科、食道・胃外
科、放射線科

難病のトータルケアを行う
5つの先端治療センターをご利用ください
東京医科歯科大学医学部附属病院では、従来から「難病」の治療に積極的に取り組み、多数の

エキスパートが診療に当たっております。5 つの先端治療センターでは、そのノウハウを生かし、
難病を持つ患者さん一人一人の心に寄り添い、苦しみや不安を少しでも和らげるように、複数
のエキスパートがチームとなって診療をトータルに進めて行きます。

先端治療センターの特徴
● 世界的に見ても高度な知識と技術を持った医師が、難病治療を担当します。
● 「 難病」に関わる全ての診療科の経験豊富な医師が集まり、患者さんの症状に合わせてきめ細か
い治療を行います。
● それぞれの「難病」を専門とする「センター」を受診することで、最善の診療を受けることができます。

5つの先端治療センターの紹介
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